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七
夕
の
時
期
に
重
な
る
豪
雨
被
害

想
像
力
を
高
め
て
災
害
リ
ス
ク
抑
制
へ

M
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ujo

空
条 

円

の
季
節
と
重
な
る
。
雨
期
に
日
照
り
が
続
け
ば
飢き

饉き
ん

な

ど
の
災
い
を
も
た
ら
す
。
逆
に
大
雨
に
な
れ
ば
、
河
川

の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
る
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

現
代
以
上
に
天
候
の
変
化
に
一
喜
一
憂
し
て
い
た
昔
の

人
々
に
と
っ
て
、
天
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る
こ
と
は
自
然

な
行
為
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
七
夕
の
時
期
は
豪
雨
災
害
の
発
生
時
期
と
も
重
な
る
。

一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
七
月
、
台
風
八
号
が
梅

雨
前
線
を
刺
激
し
、
静
岡
県
下
に
大
雨
を
降
ら
せ
た
通

称
「
七
夕
豪
雨
」。
静
岡
市
内
で
は
七
日
か
ら
八
日
に
か

け
た
集
中
豪
雨
で
二
四
時
間
降
水
量
五
○
八
㍉
㍍
を
記

録
し
、
家
屋
の
倒
壊
や
浸
水
被
害
が
広
が
っ
た
。

　
最
近
で
は
二
○
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
七
月
五
〜

六
日
に
か
け
て
九
州
北
部
地
方
で
記
録
的
な
大
雨
と
な

り
、
総
降
水
量
が
多
い
と
こ
ろ
で
五
○
○
㍉
㍍
を
超
え

た
。
七
月
の
月
降
水
量
平
年
値
を
超
え
る
大
雨
と
な
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
福
岡
県
朝
倉
市
や
大
分
県
日
田
市

な
ど
で
二
四
時
間
降
水
量
が
観
測
史
上
の
最
高
値
を
更

新
。
気
象
庁
が
豪
雨
に
つ
い
て
命
名
す
る
家
屋
関
連
の

被
害
基
準
を
下
回
っ
て
い
た
が
、
人
的
被
害
が
大
き
か

っ
た
こ
と
か
ら
「
平
成
二
十
九
年
七
月
九
州
北
部
豪

雨
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　
二
○
一
八
（
平
成
三
十
）
年
の
六
月
下
旬
か
ら
七
月

上
旬
に
か
け
て
台
風
七
号
や
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
っ

て
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
西

に
供
え
、
神
様
を
迎
え
て
秋
の
豊
作
を
祈
り
、
人
々
の

穢け
が

れ
を
払
う
と
い
う
日
本
古
来
の
禊み

そ

ぎ
行
事
。
そ
の
時

に
用
い
る
織
り
機
を
棚
機
と
呼
ぶ
。
仏
教
伝
来
以
降
、

こ
の
行
事
が
お
盆
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
七
月
七
日
の

夜
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
中
国
の
「
織
姫
・
彦
星
」
伝
説

は
、
夜
空
の
星
々
に
ま
つ
わ
る
物
語
。
こ
と
座
の
ベ
ガ

＝
織し

ょ
く

女じ
ょ

星
は
裁
縫
の
仕
事
、
わ
し
座
の
ア
ル
タ
イ
ル
＝

牽け
ん

牛ぎ
ゅ
う

星
は
農
業
の
仕
事
を
つ
か
さ
ど
る
星
と
さ
れ
、
こ

の
二
つ
の
星
は
旧
暦
七
月
七
日
に
天
の
川
を
挟
ん
で
最

も
光
り
輝
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
中
国

で
は
こ
の
日
を
一
年
に
一
度
の
巡
り
会
い
の
日
と
考
え
、

七
夕
ス
ト
ー
リ
ー
が
で
き
あ
が
っ
た
。

日
本
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
「
平
成
三
十

年
七
月
豪
雨
」。
六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
八
日
ま
で

の
総
降
水
量
が
四
国
地
方
で
一
、八
○
○
㍉
㍍
、
東
海

地
方
で
一
、二
○
○
㍉
㍍
を
超
え
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、

河
川
の
氾
濫
や
浸
水
被
害
、
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
。

岡
山
、
広
島
、
愛
媛
な
ど
中
国
・
四
国
地
方
で
は
、
死

者
・
行
方
不
明
者
や
家
屋
・
イ
ン
フ
ラ
の
損
壊
な
ど
人

的
・
物
的
被
害
が
拡
大
し
た
。
昨
年
九
月
に
国
土
交
通

省
が
公
表
し
た
同
豪
雨
に
よ
る
水
害
被
害
総
額
は
推
計

約
一
・
一
兆
円
と
な
り
、
一
九
六
一
年
に
水
害
統
計
調

査
を
開
始
し
て
以
降
で
過
去
最
大
に
な
る
と
い
う
。

気
候
変
動
を
踏
ま
え
治
水
対
策
再
考

　
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
被
害
を
教
訓
に
災
害

対
応
を
見
直
す
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
ダ
ム
の
洪

水
調
節
機
能
を
高
め
る
対
策
も
そ
の
一
つ
。
国
交
省
に

よ
る
と
、
同
省
所
管
の
計
五
五
八
カ
所
の
ダ
ム
の
う
ち
、

西
日
本
を
中
心
と
す
る
二
一
三
カ
所
の
ダ
ム
で
洪
水
調

節
を
実
施
し
た
。
更
に
八
カ
所
の
ダ
ム
で
は
洪
水
調
節

容
量
を
使
い
切
る
見
込
み
と
な
り
、
ダ
ム
へ
の
流
入
と

同
程
度
の
水
を
放
流
す
る
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
に
移

行
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
同
省
の
有
識
者
会
議
で

は
貯
水
池
内
に
流
入
す
る
土
砂
の
抑
制
や
堆
積
土
砂
の

除
去
と
い
っ
た
「
た
だ
ち
に
対
応
す
べ
き
方
策
」
の
ほ

　
七
夕
の
夜
に
雨
が
降
れ
ば
二
人
（
二
つ
の
星
）
は
出

会
え
な
い
と
す
る
言
い
伝
え
の
ほ
か
、
雨
で
も
二
人
は

出
会
い
、
織
姫
の
う
れ
し
涙
で
あ
る
雨
の
水
に
よ
っ
て

穢
れ
が
洗
い
流
さ
れ
る
と
い
っ
た
見
方
も
あ
る
。
逆
に

二
人
が
会
う
と
疫
病
が
流
行
る
と
し
、
雨
を
願
う
と
こ

ろ
も
あ
り
、
干
ば
つ
に
苦
し
ん
で
い
る
地
方
の
人
々
に

と
っ
て
は
、
雨
ご
い
の
習
わ
し
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
急
務

　
七
夕
の
起
源
に
つ
い
て
諸
説
あ
る
中
で
共
通
す
る
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
水
」
や
「
雨
」。

春
か
ら
夏
へ
と
移
り
変
わ
る
は
ざ
ま
の
七
夕
は
、
梅
雨

か
、
堤
体
か
さ
上
げ
な
ど
の
ダ
ム
再
生
や
ダ
ム
下
流
の

河
川
改
修
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
速
や
か
に
着
手
し
て

対
応
す
べ
き
方
策
」
を
提
言
。
中
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
、
治
水
計
画
に
気
候
変
動
に
よ
る
将
来
の
外
力
増
大

を
考
慮
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
も
指
摘
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
過
去
の
災
害
履
歴
な
ど
を
基
に
し
て
い
た

治
水
対
策
の
立
案
方
針
に
つ
い
て
、
国
交
省
は
急
速
に

進
む
気
候
変
動
を
考
慮
し
た
方
向
に
転
換
。
気
候
変
動

に
よ
る
気
温
上
昇
や
降
雨
パ
タ
ー
ン
の
多
様
化
な
ど
に

対
応
可
能
な
政
策
立
案
手
法
の
確
立
と
あ
わ
せ
て
、
河

川
整
備
計
画
や
管
理
施
設
の
設
計
方
針
も
早
急
に
見
直

す
と
し
て
い
る
。

　
政
府
は
昨
年
末
に
改
定
し
た
国
土
強
靱
化
基
本
計
画

に
近
年
発
生
し
た
大
規
模
な
自
然
災
害
の
教
訓
や
知
見

を
最
大
限
反
映
し
、
治
水
対
策
を
は
じ
め
、
防
災
・
減

災
対
策
を
重
点
的
に
追
加
。
同
時
に
決
定
し
た
総
事
業

費
約
七
兆
円
に
上
る
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
三
か
年
緊
急
対
策
」
な
ど
に
よ
り
、
増
大
す
る

災
害
リ
ス
ク
の
抑
制
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
強

め
て
い
る
。

　
天
災
を
防
ぎ
た
い
と
い
う
人
々
の
願
い
は
、
今
も
昔

も
変
わ
ら
な
い
。
人
々
の
想
定
を
超
え
る
災
害
が
頻
発

す
る
な
か
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
想
像
力
を
高
め
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
不
測
の
事
態
に
も
迅
速
に
対
応

で
き
る
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
の
お
祭
り
行
事
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
る
七
夕
。「
た
な
ば
た
」
ま
た
は
「
し
ち
せ

き
」
と
も
読
み
、
一
年
間
で
重
要
な
節
句
を
あ
ら
わ
す

五
節
句
（
人
日
＝
一
月
七
日
、
上
巳
＝
三
月
三
日
、
端

午
＝
五
月
五
日
、
七
夕
＝
七
月
七
日
、
重
陽
＝
九
月
九

日
）
の
一
つ
。
毎
年
七
月
七
日
の
夜
に
、
願
い
事
を
書

い
た
色
と
り
ど
り
の
短
冊
や
飾
り
な
ど
を
笹
の
葉
に
つ

る
し
、
夜
空
の
星
に
祈
り
を
込
め
る
習
慣
が
各
地
で
今

も
残
っ
て
い
る
。

　
そ
の
起
源
に
は
諸
説
あ
る
。
も
と
も
と
日
本
の
神
事

で
あ
っ
た
「
棚
機
（
た
な
ば
た
）」
説
。
選
ば
れ
た
乙
女

が
川
な
ど
の
清
い
水
辺
に
あ
る
機は

た

屋や

に
こ
も
っ
て
神
様

の
た
め
に
心
を
込
め
て
着
物
を
織
る
。
そ
の
着
物
を
棚

日


